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授業計画と

内容 

量的な社会調査データの分析で用いる基礎的な多変量解析法について、考え方とその利

用方法について学習する。3 変数の関係について、3 次元のクロス表と２元配置の分散分

析を理解することからスタートし、重回帰分析と一般線形モデルが利用できるように説明す

る予定。また既存の調査データの分析によって、レポートを作成する。 

 

１． 社会調査データの多様性と分析手法 

２． ３変数の関係の分析（１）： ３次元のクロス表 

３． ３変数の関係の分析（２）： 分散分析の考え方(１次元と２次元) 

４． ３変数の関係の分析（３）： 交互作用について 

５． 調査データの分析実習（１）： ３次元のクロス表と２元配置の分散分析 

６． 重回帰分析の考え方 

７． 重回帰分析の利用（１）： 研究例 

８． 重回帰分析の利用（２）： ダミー変数の利用 

９． 調査データの分析実習（２）： 重回帰分析 

１０． 一般線形モデルの考え方： 分散分析と重回帰分析の関係 

１１． 一般線形モデルの利用： 研究例 

１２． 主成分分析と因子分析の考え方 

１３． 主成分分析と因子分析の利用： 研究例 

１４． 調査データの分析実習（３）： 一般線形モデル 

１５． 分析モデルとレポートの作成について 

テキスト・ 

参考文献 
授業中に指示する 

成 績 評 価 

方法 ・備考 
出席 ＋ 中間の課題 ＋ 最終のレポート 

 
 


